
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１０年１２月１９日            NO,２３９ 

 

 東京電力の岩室発電所 

は、利根発電ＫＫにより 

計画立案され、大正元年 

（１９１２）建設に着手 

され、大正４年（１９１ 

５）７月、３号機が運転 

を開始しました。 

 その後、１号機、２号 

機が完成し、１０，８０ 

０ＫＷを発電し、当時は、群馬県最大の発電所として機能を発

揮したといわれ、戦後、東京電力に引き継がれました。 

              岩室神社には、５重の庚申塔や道 

祖神、猿田彦大明神などの石造物と 

もに、高さ９０㌢の自然石に彫られ 

た芭蕉句碑があります。 

 句は、「山里の 月日は 永し  

菊の花 はせを」と彫られています。 

 書は、中村碓嶺（なかむらたいれ 

い）のもので、安永９年（１７８０） 

に碓氷郡の坂本に生まれ、常世田長 

翠（とこよだちょうすい）に学び、 

江戸後期に活躍した俳人です。 

 １２月定例市議会に提出された「ＴＰＰ交渉参加反対に関する請願」（利

根沼田農業組合が提出）と「ＴＰＰ参加に反対する請願」（利根沼田農民連

が提出）が、１５日の経済建設常任委員会で審議され、それぞれ採択され、

議会最終日に総理大臣、農林水産大臣、外務大臣に、ＴＰＰに参加しない

ことを求める意見書を提出することになりました。 

 意見書では、ＴＰＰに参加すれば、食料自給率が１４％に急落し、実質

ＧＤＰが７．９兆円、雇用が３４０万人減少することから、ＴＰＰ交渉に

参加せず、食料の自給率向上に踏み出すことを求めています。 

 平和、民主主義、くらしを守る国民的共同を広げる活

動をつづけている、「群馬の明日を開く革新懇話会」（群

馬革新懇）の総会が１２日開かれ、赤嶺政賢衆議院議員

が記念講演をおこないました。 

               赤嶺議員は、沖縄知事 

              選について、「結果は残念 

              だったが、相手も普天間 

              基地の県外移設を言うな 

ど、大きな変化つくりだ 

した」と語りました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
民
主
党
は
政
府
に
提
出
し
た
、
「
税
と
社
会
保
障
の
抜
本
改
革
調
査
会
」
の
中
間
報
告

で
、
社
会
保
障
の
財
源
は
消
費
税
が
、「
非
常
に
重
要
だ
」
と
し
、「
消
費
税
を
含
む
抜
本
改
革
に
政
府
は
、

一
刻
も
早
く
着
手
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。 

 

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
２０
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
の
社
会
保
障
は
充
実
す
る
ど
こ
ろ
か
、
年
金

も
医
療
も
介
護
も
、
福
祉
と
い
う
福
祉
が
切
り
下
げ
ら
れ
、
今
度
も
ま
た
「
社
会
保
障
の
た
め
」
と
い
わ

れ
て
信
じ
る
ほ
ど
、
国
民
は
甘
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

消
費
税
は
、
所
得
の
低
い
人
ほ
ど
負
担
が
重
く
、
中
小
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業
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ど
は
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格
に
消
費
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が
転
嫁
で
き
な
い

た
め
身
銭
を
切
っ
て
も
納
税
す
る
の
に
、
輸
出
大
企
業
は
還
付
を
受
け
て
い
る
な
ど
、
弱
い
者
い
じ
め
の 

 
 

不
公
平
な
税
金
で
、
消
費
税
増
税
な
ど
、
国
民
生
活
を
犠
牲
に
す
る
財
政
再
建
で
は
な
く
、 

大
企
業
優
先
の
経
済
か
ら
「
国
民
の
く
ら
し
優
先
」
の
経
済
政
策
に
転
換
す
る
こ
と
が
、 

財
政
を
立
て
直
し
、
く
ら
し
を
支
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 大東議員は、９日におこなわれた一般質問で、保育園の入所待機児童の

解消や保育料の引き下げ、学童保育所の充実を求めました。 
 沼田市の待機児童は、一昨年度が２２人、昨年度が５２人、今年度が３

７人いたことを市長は明らかにし、「定員を超える受け入れをおこない、２

園で定員増をおこなってきた。新年度では、３０人の定員を増やす計画」

と答えました。 
 保育料の引き下げについて市長は、「現行制度でいきたい。十分検討した

い」と答え、３番目以降の子どもの保育料の無条件無 
料化を求めた大東議員に市長は、「新年度何とかした 
い」と答えました。 
 学童保育所の充実について市長は、「新年度川田に１ 
カ所新設する」と答え、夏休みなどの受け入れの対応 
の充実について市長は、「検討したい」と答えました。 

 沼田市過疎地域自立促進経過は、２０１５年度までの

７年間、過疎地域に指定されている利根町の一部事業を

財政的に支援するというものです。 

 今回の計画では、集落支援員設置事業や乗合バスの助

成など、ソフト事業にも活用できるようになりました。 


